
小規模多機能ホームぶどうの家真備（岡山県倉敷市）
津田由起子

～西日本豪雨からの学び～
小規模多機能ホームぶどうの家の取り組み
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デイサービス
定員１０名

Ｈ12年～ Ｈ16年～ Ｈ17年8月～

Ｈ17年10月～
H26年4月

Ｈ18年～

デイサービス
定員１５名

デイサービス
定員１５名
本家

グループ
ホーム
定員５名

グループ
ホーム
定員５名

小規模
多機能型
居宅介護

デイサービス
定員１０名
新屋

Ｈ8年～
介護保険前

ミニ介護ホーム
定員？名

1日利用者 5人くらい

サービス付高齢者向け住宅
定員２６名

ヘルパーステーション
訪問看護ステーション

定期巡回随時対応型訪問介護看護
地域交流スペース

小規模多機能型居宅介護
グループホーム

本家

小規模多機能型居宅介護

Ｈ24年12月～

Ｈ26年1月～

Ｈ24年、H27年、
H27 年、H28年～
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２４時間３６５日連続する支援
地域社会の中で暮す

・
・
・

今までのケアは
人ではなく介護
が中心

これからのケアは
人の生活・人生・暮
らしが中心

欠損部分の補填という支援から「人と暮らしの支援」へ

地域

近所づきあい

趣味仲間

役割・生きがい

寄り合い

排泄

食事

入浴
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医療職

家族

介護事業所

民生委員

本人

友達

地域支援
サポーター

ご近所さん

本来の支え方

地域の暮らし
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地域交流スペース
お食事処「茶々遊亭』＆「駄菓子屋 菓々子」
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やるなら本格的に

第2.４土曜日の月2回開催 500円食べ放題
第2土曜日は「ご当地カレー」

「お食事処」
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やるなら本格的に
「駄菓子屋」

平日2時～5時半開店 値段は10円単位
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被災（2018年7月西日本豪雨）前

「雨が降るけど、晴れの国岡山だから、大丈夫」

「岡山県は災害の無いことで有名だから大丈夫」

と根拠のない自信を持ち、備えはしていなかった。

ハザードマップは事業所に貼ってあったけど・・・

年2回の避難訓練（昼と夜の想定）は行って
いたが

水害は考えていなかった。

地震は建物から外に出るのみ

8



どっぷり浸かっている箭田地区
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被災当日
• 7月6日職員は手分けして、利用者さん宅を回りどうするか相談

• 泊り希望者が無かったので、9時ごろ全職員が退社

• 家に帰ってから、携帯アラームが鳴り響き、アルミ工場の爆発

• 夜明けを待って、総社市内の事業所やクリニックから必要物品
をもらい真備に向った。状況はさっぱり把握できていなかった

• 必要物品が何かわからなかったが、過去に受けた研修「東北の
被災を経験した事業所の話」を思い出して

• 職員と合流して利用者さんのところへ向かった。

• 一番重度の方が避難していた山の上にいき、総社市内のクリ
ニックに受け入れをお願いした。

• 誰を優先するか、どこに避難するか・・・
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薗小学校に行こう

• 高馬川？末政川？右岸決壊？

職員も避難している！

• 薗小学校、二万小学校、岡田小学校が

指定避難所だとネットで調べた。

• 岡田小学校はアルミ工場爆発被害があっただろう。薗地区なら
これまでのつながりから助けてもらえるかもしれないと思った。

• 利用者さん宅を回り避難の声掛けをした。

• いつ、どこへ、どうやって避難するのか何も決めていなかった

• 災害想定もできていなかった
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被災直後 7月から10月

• 7月7日早朝から自宅に居られるご利用者宅を回り避難

ほぼ全員が避難を嫌がった

• 薗小学校～公民館分館へ10月28日まで（4ヶ月）

どこに避難するか迷い考えた結果、一番関りに深い地域を選んだ

• 職員が手分けをして安否確認

3日後に全員の安否確認ができたが、救えなかった命があった

• 心身のケアは平時以上に気をつけた

総合記録シートの導入、体操、口腔ケア、おしゃべりタイム
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薗公民館分館の様子
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被災直後7月から10月
• 避難所でもできることを地域に発信した

「介護職員が常駐しているので、避難所で介護の必要な方は来てください」

福祉的避難所のような場所になっていた。

• 避難所に配られる弁当を持って訪問した。

• 支援者による送迎で温泉に行けた。訪問入浴車を持って来てくださった。

• 在宅を知っている私たちは、施設や設備が乏しくとも暮らしを支える術があった。

• 段ボールベッドはあえてお断りし、自立と交流の機会を保った。

14



デベロさんの訪問入浴車がやって来た！
ありがとうございました！
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何が正解かはわからないけれど、いつもの顔
ぶれでいつものケアに近く安心できた。

• 福祉避難所とは認められな
かったが、実際に被災した
時には日頃を知っている
サービス事業所が福祉避難
所となれば、復旧時に在宅
復帰がより可能になると
思った。

たくさんの方々に助けていただいた。。。感謝
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公民館から仮設事業所へ11月から2月

• いつまでも公民館に居られない無言のプレッシャー

• みんつくとの出会い

• 被災した倉庫をリフォーム（台所と風呂をつけて）

• 事業としては1日も休まなかった（事業継続？）

被災から8月後の3月に元の場所に再建できた
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2019.3.1 箭田に戻りました！

ありがとうございます
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公民館から仮設事業所へ11月から2月

• ぶどうの家BRANCHは地域の方々へ
の恩返しの場に

• 救えなかった命・・後悔

• 安心して暮らすには住居コミュニティ
が欠かせない
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B.B.を活用し、真備がもっと元気になる！

味噌汁ご飯の会

ぐい真備（飲み会）

宿題大作戦

お祭り

オレンジボランティア

住まいの勉強会
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サツキPROJECT
～西日本豪雨で被災したアパートを
地域の防災拠点住宅に再生する～

つながる つたえる

つどう ひらく

いきる

2019年8月26日プレゼンテーション
三喜株式会社（ぶどうの家）代表取締役 津田由起子

水害の後は酸性土になって
サツキがきれいに咲く。
真備の町花をサツキにした
先人たちの知恵を伝えつないで
いく。

「今年はサツキの花がきれいに咲くぞ」
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きっかけは大切な人を失ったこと

• 小規模多機能ホームぶどうの家の利用者が犠牲に
• 介護が必要な方のご家族は避難所への避難をた
めらい逃げ遅れた

• 住まいの再建に不安を抱える被災者と勉強会を重ねるなかで，
真備への愛，家族への想いがあふれた

• 「真備に帰りたい。でもまた災害が起こるのではないか」
• 「歳をとって一人で暮らしていけるのか」

最悪でも垂直避難ができ，日頃から安心して
避難できる場所が身近にあれば命は助かる

サツキPROJECT
つながる つたえる

つどう ひらく

いきる
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・避難勧告・指示発令の段階で，
全回答数（347）の内，225回答
（64.8%）が避難開始している．

・課題は避難できない方

出典：第3回真備地区復興計画策定委員会資料

避難行動はなされていた
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被害は高齢者に集中

出典：岡山県検証委員会資料

• 真備町の死者51名の内，88.2%にあたる45人が65才以上

• その内，自宅でお亡くなりになった方は44人（86.3%）
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• 災害に強い建物と地域のきずなを大切に、気にかけあった暮らしの両方を備えた暮らし方は、
今後の超高齢化社会のモデルに。

• 避難所機能付き住宅（ハード）と暮らし方のスタイル（ソフト）の両方が大切。

• 被災者は支援を受けるだけではなく自らもできることがあるともに地域を作る協働者である。
まずは真備に1棟。

• そこから倉敷市全体に、そして日本全国のモデルに。

• 人口の７０％が災害の危険性のある地域に暮らしている日本だからこの考え方を広めたい。

つながる つたえる

つどう ひらく

いきる

５１人（直接死）の犠牲を伴った西日本豪雨
災害からの復興。
誰もが尊厳をもった生活を取り戻すための
「住まい・生活」を再建。

「ちょっと困った」を
ちょっとづつ支えあう、得
意なことで誰かの役に立つ

災害の教訓を目に見える
形で，住まい方で伝え、
次世代へつむいでいく。

誰もが気軽に立ち寄って，いつ
も何かがはじまる。
ちょっとの楽しみもちょっと不
安も共有できる。

「水害に強いまち」のシンボルとし
て，避難機能付き共同住宅がサツキ
が花開くように全国に普及していく。

サツキPROJECT

支

共 展

伝

興
避難機能付き
共同住宅

SNS,ウェブ
シンポジウム

ささえあいの
仕組み・暮ら

し方

サツキPROJECTとは？
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避難機能付き共同住宅（ハード）
住まいの勉強会参加者の意見でできた

避難機能付き共同住宅プラン
屋上まで直接スロープ

電気設備は3階で2階
（浸水高）以上に住まい

1階はコミュニティルームとし、日頃から地域住民が
交流できる

屋上に炊き出し設備、数
十人が最低3日は建物の
中で過ごせるだけの備蓄

この計画を知った住民から、「2階は無事だったが
1階は沈んだアパートを利用してほしい」

被災したアパートの改修プラン

2階のベランダまでスロープにリフォーム．近所の逃げ遅れた方へ安全
のおすそ分け

コミュニティルーム
兼地区の防災拠点

コミュニティルームの利活用（平時・災害時）は近所の住民と共に作
り上げる（備蓄内容なども）

• 入居者は支えあう生活や災害時には自宅が避難所になる可能性が
あることを理解して入居できる人が条件。

• ２階には子育て世代の家族の入居を目指す※高齢者障害に限定し
ていない。

【質問１への回答】
家賃は倉敷市の生活保護住宅扶助基準相当の35,000円の予定

近所と話し合ってプランを
検討．リフォームは、真備
で活動中の建設系ボラン
ティアや地域の大工見習の
方と協力して実施．
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半径500メートル圏内に避難所機能シェ
ルターがあれば全員助かる
• 町内の人口分布※1（eStat2015.3.25）から，建設予定地の直径1キロ
の※2範囲内に人口７３１人

• そのうち65歳以上の一人暮らし又は夫婦世帯は４４人

• その他65歳以下の障害のある避難に何らかの支援を必要とする
人を含めても５０名は越えない

※1：eStat2015.3.25より
※2：建設予定地にかかる500mメッシュ４四方

建設予定の避難所機能シェルター 効果

３階屋上の避難者収容可能面積 約100m2 50人～400人（立位）収容可能

３階（居住空間）の避難者（支援が必要な方）収
容可能人数

25人 （1週間～10日程度）
10～15名（3ヶ月程度）
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避難機能付き共同住宅（ソフト）

日頃から気にかけあった暮らしの実現

2022年1月1日サツキアパートにて
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避難機能付き共同住宅の完成

• スマートウエルネスとクラウドファンディングを活用し資金集め

•既存ストック（被災したアパートの再利用）の活用

つながる つたえる

つどう ひらく

いきる

つながる つたえる

つどう ひらく

いきる

５１人（直接死）の犠牲を伴った西日本豪雨
災害からの復興。
誰もが尊厳をもった生活を取り戻すための
「住まい・生活」を再建。

「ちょっと困った」を
ちょっとづつ支えあう、得
意なことで誰かの役に立つ

災害の教訓を目に見える
形で，住まい方で伝え、
次世代へつむいでいく。

誰もが気軽に立ち寄って，いつ
も何かがはじまる。
ちょっとの楽しみもちょっと不
安も共有できる。

「水害に強いまち」のシンボルとし
て，避難機能付き共同住宅がサツキ
が花開くように全国に普及していく。

サツキPROJECT

支

共 展

伝

興

2020年6月 「興」・・いきる
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つながる つたえる

つどう ひらく

いきる

５１人（直接死）の犠牲を伴った西日本豪雨
災害からの復興。
誰もが尊厳をもった生活を取り戻すための
「住まい・生活」を再建。

「ちょっと困った」を
ちょっとづつ支えあう、得
意なことで誰かの役に立つ

災害の教訓を目に見える
形で，住まい方で伝え、
次世代へつむいでいく。

誰もが気軽に立ち寄って，いつ
も何かがはじまる。
ちょっとの楽しみもちょっと不
安も共有できる。

「水害に強いまち」のシンボルとし
て，避難機能付き共同住宅がサツキ
が花開くように全国に普及していく。

サツキPROJECT

支

共 展

伝

興

コミュニティルームの活用

• 毎週水曜日10時からラジオ体操を中心におしゃべり

• マイタイムラインの作成会議

• 日頃から通い慣れた場所だからこそ避難しようと思える

• どんな場所か何があるかわかっている集まる顔ぶれも

わかる。安心できる避難場所。「普段づかいの避難」

つながる つたえる

つどう ひらく

いきる

「共」・・つどう 「支」・・つながる
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避難機能の実際

• 台風の時に近隣の方が避難 2020年7月14日

つながる つたえる

つどう ひらく

いきる

つながる つたえる

つどう ひらく

いきる

５１人（直接死）の犠牲を伴った西日本豪雨
災害からの復興。
誰もが尊厳をもった生活を取り戻すための
「住まい・生活」を再建。

「ちょっと困った」を
ちょっとづつ支えあう、得
意なことで誰かの役に立つ

災害の教訓を目に見える
形で，住まい方で伝え、
次世代へつむいでいく。

誰もが気軽に立ち寄って，いつ
も何かがはじまる。
ちょっとの楽しみもちょっと不
安も共有できる。

「水害に強いまち」のシンボルとし
て，避難機能付き共同住宅がサツキ
が花開くように全国に普及していく。

サツキPROJECT

支

共 展

伝

興

住まいがあるからこそ

「興」・・いきる 「支」・・つながる

• 地域住民として幼稚園とのかかわり

• 地域住民として町の方々との交流

• いつでも24時間の避難機能を発揮できる。特別な準備も不要。
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「伝」・・つたえる 「展」・・ひらく

• 国土交通省、大学、議員、マスコミ関係者などの視察

• 500メートルごとに避難できる建物があれば、命は助かる！

• 避難機能付きの建物には補助金を！

• 被災地では、被災した建物の再利用を！

• ハードとソフトが必要！

つながる つたえる

つどう ひらく

いきる つながる つたえる

つどう ひらく

いきる

５１人（直接死）の犠牲を伴った西日本豪雨
災害からの復興。
誰もが尊厳をもった生活を取り戻すための
「住まい・生活」を再建。

「ちょっと困った」を
ちょっとづつ支えあう、得
意なことで誰かの役に立つ

災害の教訓を目に見える
形で，住まい方で伝え、
次世代へつむいでいく。

誰もが気軽に立ち寄って，いつ
も何かがはじまる。
ちょっとの楽しみもちょっと不
安も共有できる。

「水害に強いまち」のシンボルとし
て，避難機能付き共同住宅がサツキ
が花開くように全国に普及していく。

サツキPROJECT

支

共 展

伝

興

視察・動画発信
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避難機能付き共同住宅（ソフト）

日頃から気にかけあった暮らしの実現

2022年1月1日サツキアパートにて

おいでのサイン

心強い灯り

内閣総理大臣賞表彰

パン焼き教室

体操の会
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「さつきPROJECT」から思うこと
• 災害後の再建には既存のコミュニティを大切に、場所と人への愛着

• コミュニティを守るにはスピード感をもって住まいを再建

• 住まいは、これまでの地域につくる

• 既存（被災した）の建物（集合住宅）を再利用することでより早く元の場
所に、戻れる人が増える *復興住宅よりも1年早かった

• 避難場所兼コミュニティルームを作ることで、集合住宅に住む人だけでな
く地域の安心の拠点に

• 住まいが避難場所に併設されていることで、24時間365日いつでも開設で
きる

• 1階には住まい以外のコミュニティルームや店舗が望ましい

• 高齢者や障がいのある人ほど避難をためらう

• 日頃からなじみのある場所と人がいれば安心して避難できる

• 普段使いの避難ができる場所になれる

• 命と財産を守る取り組みが、全国に広がりますように

つながる つたえる

つどう ひらく

いきる
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真備での取り組みから

• 分野やサービスの枠を超えた福祉介護医療事業所の連携

• 地域の組織（町づくり協議会）等との連携

• 必ず起こる次の災害に備えた地域の取り組み

小さな単位で誰が誰といつどこに逃げるのか決めておこう

• 事業所の力を活用した避難と避難所運営を考える

• 自分たちだけでできることは、あまりにも少ない。医療介護福祉だ
けでなく、商店や学校、住民組織など全てがつながること。

• 具体的に災害をイメージして訓練しよう。
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防災について

• まずは日頃を見直す

日頃できていないことは被災時にはもっとできない

基本的介護はできているのか？

ご家族との信頼関係はできているのか？

地域の方との話しはできているのか？

• 自分たちに何ができるのか問いかける

ご利用者さんを本当に自分たちだけで助けられるのか？

地域の方々が事業所に来られたらどうするのか？

職員も被災して誰が介護するのか？
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地域連携型マイタイムライン取組み

箭田地区防災計画

みんなで避難を考える

地域連携型
要配慮者マイ・タイムライ

ン
（個別避難計画）

～作成ヒント集～
いざという時は、

みんなで声をかけあっ

て

避難しよう！

マイ・タイムラインとは：

災害が起こりそうなとき、自分がいつ、なにをするか整理した行動計画

• 一人では避難しない、できない、
ためらう気持ちを理解し合う。

• 一事業所ではどうしようもない

• 私たちは一人ではない！

• 「助けて」と言える関係性が必
要。
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事業所内 地域の方へ依頼

車の避難場所

介護の手助け

畑の野菜ちょうだい

避難グッズの準備

パソコン等一括収納
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今とこれから

• 地域の一員となる

• 自分たちだけでは命を救えない

• 極めて具体的に災害をイメージして、対策を考えると、⇒

日頃から、地域の方々とつながって、

助けてと言い合える関係性を作る

それが、事業継続には欠かせない
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医療職

家族

介護事業所

民生委員

本人

友達ご近所さん

地域の暮らし

すべてのひとが どんなときでも「地域」の 構成員
避難するとき
避難所を運営するとき

まちをとりもどすとき

役割があると ひとは活き
活きと 生き続けられる

地区防災計画に取り組む目標像として，要配慮者の位置づけの考え方
“助ける側” と “助けられる側” からの脱却

多様な選択肢が
どんなときでも
社会に溶け込ん
でいること

地域支援
サポーター
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きっと、また会える日が来る。
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ご清聴
ありがとうございました。
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